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第41回 施設園芸総合セミナー・機器資材展

2月4日（火）12時より
　　　　    5日（水）17時まで

　令和元年度の施設園芸総合セミナー・機器資材展をご案内いたします。
　今回は、「施設園芸のスマート化と果菜類の多収生産技術」をテーマに、2部構成で2日間に
亘り開催します。また、企業製品プレゼンテーションや、施設園芸・植物工場関連の最新の
機器資材を展示します。
　是非ご参加いただき、施設園芸技術と経営の向上にお役立て下さい。

次世代に向けた
  施設生産システムの方向性

次世代に向けた
  果菜類生産の発展方向第1部 第2部

― 施設園芸のスマート化と果菜類の多収生産技術 ―

12：00開場  13：00開会 9：20開場  10：00開会

出展のお問い合せは、園芸情報センターへ
TEL.03（3233）3634　 FAX.03（3233）3666
E-mail engei@agripress.co.jp

第41回 施設園芸総合セミナー・機器資材展
江戸川区総合文化センター江戸川区総合文化センター2020年

2月4日㈫・5日㈬
2020年

2月4日㈫・5日㈬

13：00～13：20 開会　主催者挨拶および来賓祝辞

13：20～13：50 農林水産省の施設園芸関係の施策
　　　　　                    および自然災害への対応

農林水産省生産局園芸作物課 課長補佐　角張  徹 氏

13：50～14：20 スマート農業プロジェクトの施設園芸分野の取り組み
農研機構 野菜花き研究部門長　坂田  好輝 氏

14：20～15：10 大規模施設園芸におけるＩＣＴ化とその波及効果
大阪府立大学研究推進機構植物工場研究センター  　　　　　　　　

特認准教授　大山  克己 氏

（15：10～15：40　出展者プレゼンテーション・機器資材展示見学）

15：40～16：10 トマトの収穫ロボット等の省力化システム
パナソニック㈱ ロボティクス推進室 開発１課長　戸島  亮 氏

16：10～17：00 大規模施設導入における生産の早期安定化のポイント
農研機構野菜花き研究部門 施設生産ユニット長　東出 忠桐 氏

（17：00～17：30　機器資材展示見学）

2月4日㈫ 2月5日㈬2月4日㈫ 2月5日㈬

〈主催〉
〈後援〉
〈協賛〉

一般社団法人  日本施設園芸協会
農林水産省（申請予定）
全国農業協同組合連合会
全国野菜園芸技術研究会
     （一社）全国農業改良普及支援協会
（一社）農業電化協会（以上申請予定） ◎参加申込書・申込方法は裏面に☞

施設園芸機器資材展

10：00～10：40 わが国のピーマン・トウガラシ類の
　　　　　                   品種・生産技術の動向

農研機構野菜花き研究部門 ナス科ユニット長　松永  啓 氏

10：40～11：10 パプリカ大規模生産の国産ネットワーク
　　　　　　　　　　　　　  ＮａＰＡの取り組み

㈱Tedy代表取締役、NaPA会長　林  俊秀 氏

11：10～11：40 ピーマン生産の環境制御による多収化と
　　　　　　　　　　　　　　ＩＣＴ利用の実証

鹿児島大学農学部環境情報システム学研究室  　　　　　　　　

准教授　神田  英司 氏

（11：40～12：00　出展者プレゼンテーション）
（12：00～13：00　昼食休憩・機器資材展示見学）
（13：00～13：20　施設園芸技術指導士資格取得者紹介）

13：20～13：50 ナス・スイカ大規模産地の
                    ＩＣＴ・ＡＩ利用による収益性の向上

熊本市 農水局長　西嶋  英樹 氏

13：50～14：20 先進的大型施設でナスの３０t/１０ａ採りを
　　　　　　　　　　　　   めざす多収生産の実際

JA全農耕種総合対策部 高度施設園芸推進室長　吉田  征司 氏

14：20～14：50 キュウリで５０ｔ/１０ａ採りをめざす
               多収生産のための環境制御と栽培管理

㈱誠和。研究開発部研究課　須藤  裕子 氏

― 14：50～15：00　休憩 ―

15：00～16：30 パネルディスカッション

　　　　　　　　　「次世代に向けた果菜類生産における
　　　　　　　　　　　  スマート化と発展方向」

コーディネーター：(一社)日本施設園芸協会  参事 　高市  益行
　パネラー：話題提供者（講演・発表者）　　　　　　　　　

農林水産省施設園芸関係担当官   　　　　　　　

（16：30～17：00　機器資材展示見学）

※昨年と会場が変わりました。ご注意下さい。※昨年と会場が変わりました。ご注意下さい。

― 施設園芸のスマート化と果菜類の多収生産技術 ―

（東京都江戸川区中央4－14－1）
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参 加 者 氏 名 区分
（該当○印）

勤務先・部署名と所在地・電話番号
4日

参加希望
欄に○印

5日

（フリガナ）

（フリガナ）

（フリガナ）

1．生産者

2．農業団体

3．行政

4．メーカー・企業

5．その他

勤務先：

※お申し込みは参加申込書を（一社）日本施設園芸協会へFAX、Eメールまたは郵送でお送り下さい。
　　　　　　申込締切：2020年1月31日㈮

参 加 申 込 書

☎（　 　　　　　　　　　　　）

FAX（　 　　　　　　　　　　　）

E-mail（　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　）

一   般 …………………………………… 6,000円

（一社）日本施設園芸協会会員
　　　及び農業生産者 …… 3,000円

　参加申込書を（一社）日本施設園芸協会までFAX、
Eメールまたは郵送
（申込受付後、参加証をFAX等にて送付します）

当日現金支払い

2020年1月31日㈮
（原則、事前申込みといたしますが締切日以降はお問い
合わせ下さい）

（一社）日本施設園芸協会　〒１０３－０００４　東京都中央区東日本橋3－6－17
TEL.03（3667）1631　FAX.03（3667）1632

URL：http://www.jgha.com 　E-mail：semi＠jgha.com
        https://www.agripress.co.jp/engei/2020s.htm

● 参加のお申し込み・お問い合せ ●

〈参 加 費〉

〈申込方法〉

〈支払方法〉

〈申込締切〉

会場までの交通アクセス

●昼食は会場施設内または周辺のレストラン等をご利用下さい。

部署名：

（〒　　　－　　　  　）

都・道

府・県

1．生産者

2．農業団体

3．行政

4．メーカー・企業

5．その他

勤務先： ☎（　 　　　　　　　　　　　）

FAX（　 　　　　　　　　　　　）

E-mail（　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　）

部署名：

（〒　　　－　　　  　）

都・道

府・県

1．生産者

2．農業団体

3．行政

4．メーカー・企業

5．その他

勤務先： ☎（　 　　　　　　　　　　　）

FAX（　 　　　　　　　　　　　）

E-mail（　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　）

部署名：

（〒　　　－　　　  　）

都・道

府・県


